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多施設共同ファントム実験による 99mTc SPECT の
散乱・吸収補正の定量性評価
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要旨　99mTc SPECT の散乱・吸収補正の定量性を多施設共同ファントム実験により，7 台の SPECT

装置について評価した．散乱補正には triple energy window 法を用いた．直径 20 cm， 高さ 10 cm の円

柱内に 99mTc 溶液を満たし，内部に直径 5.5 cm の水を満たした円柱を置いた場合と 6 種類の異なる直

径の水円柱ファントムを留置した場合のコールド領域のコントラストを測定した．測定値は真値 100%

に対し 74～120% の範囲であった．直径 20 cm， 高さ 10 cm の円柱をパイチャートのように 6 室に仕

切り，各室の 99mTc 溶液濃度を 74， 148， 222， 296， 370， 444 kBq/ml  の 6 段階に変えたファントム

を用い，放射能濃度とコントラストを比較した．真の放射能濃度と測定放射能濃度の回帰直線の切片の

平均値は，散乱補正を行わない場合 8.4 kBq/ml， 散乱補正を行った場合 －6.8 kBq/ml であった．コン

トラストは，真値 100% に対し 78～132% の範囲であった．放射能濃度の平均相対誤差は 4.8±3.5% で

あった．
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